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《イベント報告》

平成30年7月21日㈯～8月26日㈰

平成30年7月30日㈪～8月26日㈰

平成30年8月 4 日㈯～8月26日㈰
平成30年8月12日㈰ 9：30～14：00
平成30年8月12日㈰ 12：00～/13：30～

平成30年8月11日㈯～15日㈬

平成30年8月11日㈯ 11：00～
平成30年8月11日㈯ 13：00～
平成30年8月11日㈯ 14：00～
平成30年8月12日㈰ 11：00～
平成30年8月19日㈰ 13：00～

平成30年8月12日㈰ 12：30～/13：45～

平成30年8月18日㈯ 11：00～/14：00～
平成30年8月19日㈰ 11：00～/14：00～
平成30年8月25日㈯ 11：00～/14：00～

発見！ピカソとボーダーシャツ
なりきり写真撮影

開館40周年記念ポスター展
～ファッションと観るその歴史～
夏を彩る 浴衣コレクション
フェイスペインティング
浴衣ファッションショー

日　　　　時タ　イ　ト　ル 出演者・講師・協力者 参加者数（人）会　　　場

福井駅前アパレルショップ 他

福井文化服装学院

啓新高等学校
啓新高等学校 他
啓新高等学校

高井多佳美着付教室

Cocon（ピアノ・ドラム 他）
門井ゼミナール（クラリネット 他）
Cocon＆門井ゼミナールコラボセッション
啓新高等学校ビックバンドジャズ部
リーブフォレスト（木製リコーダー・ウクレレ）

啓新高等学校そば部
越前蕎麦道場（中山晴夫・宇野耕司）

内田博子・打田チカオ
内田博子・打田チカオ
黒瀧一恵・打田チカオ

美術館エントランスロビー

美術館貸展示室

美術館第３展示室
美術館エントランスロビー
美術館第３展示室

美術館展示室 他

美術館貸展示室

美術館正面玄関

美術館貸展示室

439

1,595

1,348
40
63

200

143

100
55

218

71
86
135

お盆は浴衣で美術館！
無料で浴衣 レンタル＆着付
浴衣・着物での来館者にも粗品進呈

夏だ！祭りだ！！
ピカソだ！！！音楽会

「ピカソの女たち」

高校生によるそば打ち実践

■開館40周年記念 ファッションコラボ企画

■夏だ！祭りだ！！ピカソだ！！！今年も浴衣着て、美術館でお盆休み

■夏だ！祭りだ！！ピカソだ！！！音楽会

■高校生によるそば打ち実践

■ピカソ朗読劇

《関連イベント》

◉学芸員による「見どころ解説会」
［日　時］ 7月21日㈯、28日㈯、8月4日㈯、11日㈯、18日㈯、25日㈯、26日㈰
 午前10時30分～、他
 ※8月26日㈰は午後4時30分～、午後6時～を追加
［場　所］ 美術館講堂
［講　師］ 芹川貞夫（美術専門員）（※7月21日㈯)、
 西村直樹（学芸員）（※7月28日㈯～8月26日㈰）

◉映画「ミステリアス・ピカソ」の上映会
［日　時］ 7月14日㈯～ 8月26日㈰
 午前9時～午後5時（※イベント開催時を除く）
 ※8月25日㈯、26日㈰は午前9時～午後7時
［場　所］ 美術館講堂

◉クリストフ・マルケ氏の
　「講演会『フランスがもたらした大津絵の再発見
　　　　　―バルブトー、ルロワ＝グーランからマティス、ピカソまで―』」
［日　時］ 7月28日㈯
 午後2時～3時40分頃
［場　所］ 美術館講堂
［講　師］ クリストフ・マルケ氏
 （フランス国立極東学院（EFEO）院長・教授、大津びわ湖PR大使）

◉「美術館学芸員トークサロン『展覧会ができるまで ピカソと歌川広重のお話』」
［日　時］ 8月17日㈮
 午後7時～8時50分頃
［場　所］ 美術館喫茶室ニホ
［講　師］ 河野泰久氏（福井市美術館学芸員）、
 西村直樹（学芸員）

クリストフ・マルケ氏の「講演会」風景
当時フランスで大津絵に関心をもったピカソや、大津絵を再評価した浮世
絵研究家のバルブトー、先史学者ルロワ＝グーラン等について話していた
だきました。

「ピカソ展」の見どころを解説する西村学芸員
毎回約30分間にわたって行われた「見どころ解説会」。解説会終了後も
質問者が後を絶たないことから質問コーナーが設けられたり、立ち見が出
たこと等を受けて複数回開催する日をつくりました。

河野学芸員（奥右）と西村学芸員（奥左）
展覧会をつくりあげるプロセスと裏話、パブロ・ピカソと歌川広重の違い等
について語りつくしました。

　福井県立美術館では、福井新聞社およびＦＢＣ福井放送と実
行委員会を組織し、７月14日㈯から８月26日㈰までの会期で、
「ピカソ フランス国立図書館版画コレクション」展を開催しました。
　20世紀最大の巨匠パブロ・ピカソ。その豊かな才能と制作量
からピカソを凌駕する作家はないと評されています。版画のみを
みてもそのことは明らかで、青年期から最晩年に至る70年以上
に及ぶ創作活動において制作された版画数は2000点近くに
及びます。本展では、その多くを所蔵するフランス国立図書館の
膨大なコレクションから、ピカソの重要な版画作品を厳選して紹
介するとともに、彼が美術史の巨匠たちから影響を受けて制作
した数々の作品を併せて展示。多様に変遷したピカソの版画
作品の独創的な表現の世界に光をあてました。また本展には、
富山県美術館所蔵の油彩作品「パブロ・ピカソ《座る女》」が特別
出品されました。
　このようなピカソの世界を体感するため、県内外から連日、
大勢の美術ファンが来館し、最終的な入館者数は、当館の歴代
６位となる約３万８千人に達しました。このため、開館時間の延長
等を行いました。
　会期中は、土曜日を中心に、学芸員による「見どころ解説会」
が実施され、解説を熱心に聞く方が多いため、質問コーナーを

設け、複数回開催する日をつくりました。また、映画「ミステリアス・
ピカソ」の上映会、クリストフ・マルケ氏の「講演会『フランスがも
たらした大津絵の再発見 ―バルブトー、ルロワ＝グーランから
マティス、ピカソまで―』」、「美術館学芸員トークサロン『展覧会
ができるまで ピカソと歌川広重展のお話』」が開催されるととも
に、「学校鑑賞会」、「『おとな美』ミュージアム」等も開催され、
多くの関連イベントが実施されました。
　広報では、当館独自の対応として、コミュニティバス、駅、大型
書店、店舗等でのチラシの配架、音楽会等を実施しました。また、
新聞では、担当学芸員の寄稿（４回）、特集記事、広告等が掲
載されるとともに、テレビ、ラジオでは、ニュース、スポットCM等
が数多く放映されました。
　これらの対応を実施したことから、入館者へのアンケートでは、
多数の方が「大いに満足・満足」とされ、複数回来館された方
もありました。
　当館としては、この展覧会
に御来場、御協力いただい
た皆様に対して、この場をお
借りしまして、厚くお礼申し
上げます。

撮影コーナー
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◉映画「ミステリアス・ピカソ」の上映会
［日　時］ 7月14日㈯～ 8月26日㈰
 午前9時～午後5時（※イベント開催時を除く）
 ※8月25日㈯、26日㈰は午前9時～午後7時
［場　所］ 美術館講堂

◉クリストフ・マルケ氏の
　「講演会『フランスがもたらした大津絵の再発見
　　　　　―バルブトー、ルロワ＝グーランからマティス、ピカソまで―』」
［日　時］ 7月28日㈯
 午後2時～3時40分頃
［場　所］ 美術館講堂
［講　師］ クリストフ・マルケ氏
 （フランス国立極東学院（EFEO）院長・教授、大津びわ湖PR大使）

◉「美術館学芸員トークサロン『展覧会ができるまで ピカソと歌川広重のお話』」
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 午後7時～8時50分頃
［場　所］ 美術館喫茶室ニホ
［講　師］ 河野泰久氏（福井市美術館学芸員）、
 西村直樹（学芸員）

クリストフ・マルケ氏の「講演会」風景
当時フランスで大津絵に関心をもったピカソや、大津絵を再評価した浮世
絵研究家のバルブトー、先史学者ルロワ＝グーラン等について話していた
だきました。

「ピカソ展」の見どころを解説する西村学芸員
毎回約30分間にわたって行われた「見どころ解説会」。解説会終了後も
質問者が後を絶たないことから質問コーナーが設けられたり、立ち見が出
たこと等を受けて複数回開催する日をつくりました。

河野学芸員（奥右）と西村学芸員（奥左）
展覧会をつくりあげるプロセスと裏話、パブロ・ピカソと歌川広重の違い等
について語りつくしました。

　福井県立美術館では、福井新聞社およびＦＢＣ福井放送と実
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　20世紀最大の巨匠パブロ・ピカソ。その豊かな才能と制作量
からピカソを凌駕する作家はないと評されています。版画のみを
みてもそのことは明らかで、青年期から最晩年に至る70年以上
に及ぶ創作活動において制作された版画数は2000点近くに
及びます。本展では、その多くを所蔵するフランス国立図書館の
膨大なコレクションから、ピカソの重要な版画作品を厳選して紹
介するとともに、彼が美術史の巨匠たちから影響を受けて制作
した数々の作品を併せて展示。多様に変遷したピカソの版画
作品の独創的な表現の世界に光をあてました。また本展には、
富山県美術館所蔵の油彩作品「パブロ・ピカソ《座る女》」が特別
出品されました。
　このようなピカソの世界を体感するため、県内外から連日、
大勢の美術ファンが来館し、最終的な入館者数は、当館の歴代
６位となる約３万８千人に達しました。このため、開館時間の延長
等を行いました。
　会期中は、土曜日を中心に、学芸員による「見どころ解説会」
が実施され、解説を熱心に聞く方が多いため、質問コーナーを

設け、複数回開催する日をつくりました。また、映画「ミステリアス・
ピカソ」の上映会、クリストフ・マルケ氏の「講演会『フランスがも
たらした大津絵の再発見 ―バルブトー、ルロワ＝グーランから
マティス、ピカソまで―』」、「美術館学芸員トークサロン『展覧会
ができるまで ピカソと歌川広重展のお話』」が開催されるととも
に、「学校鑑賞会」、「『おとな美』ミュージアム」等も開催され、
多くの関連イベントが実施されました。
　広報では、当館独自の対応として、コミュニティバス、駅、大型
書店、店舗等でのチラシの配架、音楽会等を実施しました。また、
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た皆様に対して、この場をお
借りしまして、厚くお礼申し
上げます。

撮影コーナー
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　　　　　「神と紙　その郷」岡太神社・大瀧神社　重要文化財指定記念事業実行委員会　1992年（平成4）5月
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美術館だより第151号

次回展覧会のお知らせ

展示替え、館内メンテナンスなどのため、下記期間は休館とさせていただきます。

10月休館日なし。
11月2日㈮～8日㈭、15日㈭、22日㈭、26日㈪～29日㈭、12月3日㈪～5日㈬、25日㈫～31日㈪、1月1日㈫、2日㈬

◎2018年10月～2019年1月の休館日について

　開館40周年を迎えた福井県立美術館の歴史を振り返るシリーズ
「ふく美の記憶」、その第２弾は開館初日を取り上げる。1977年11月
1日10時30分、講堂において開館記念式典が行われ美術館が始動、
同日から「第30回福井県総合美術展」も開催され、華々しい初日を
迎えた。コレクションがあって開館する美術館が多いなかで、開館
時の福井県立美術館の収蔵品はゼロであった。初年に葛飾北斎「杣
人春秋山水図」や横山操「川」「網」など17点を収集（購入・寄贈
を含む）。また佐藤武夫事務所の設計による建物が、1980年の第21
回BCS賞を受賞したことは特筆される。当時の写真を見ると、まだ
現在の第２・３展示室は無く、開放的な空間が広がっている。

開館記念式典の様子
開館当初の美術館外観

第30回福井県総合美術展会場風景

開館初日（1977年11月1日）ふく美の記憶 ②シリーズ

𠮷田ヨーゾー「センスのある犬」個人蔵

～未来へのアップデート～
50周年へ向けた初めの一歩として、県美のコレクションを中心に、
美術館とアートの「未来」について考えるシリーズ企画を開催します。

コレクション／テーマ展

Ｉ 未来の秘密　12月７日㈮～12月24日（月·祝）
 コレクションにみるアートの過去・現在・未来。

Ⅱ 未来を発明　１月３日㈭～２月６日㈬
 県とゆかりのある若手作家による、県立美術館コレクションとのコラボレーション。
 ※1月3日㈭～1月20日㈰は新春展を同時開催。

Ⅲ 未来を掘る　２月15日㈮～３月17日㈰
 身体的なハンディをもろともせず制作にはげみ続け2016年に他界した
 故𠮷田ヨーゾーと小野忠弘の交流を軸に紹介し、アートの開かれた可能性を探る。

Reborn
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